
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

地域医療連携室だより 
令和 4 年 8 月夏 ・ 第 30 号 

大阪市立十三市民病院 

産婦人科部長 
中田 真一 

コロナ以前は、年間 500 件以上取り扱っていた分娩も、2020 年 5 月 

「コロナ専門病院」の指定により分娩の休止を余儀なくされました。 

それからというもの、我々産婦人科医も新型コロナ感染患者はもちろん 

妊婦のコロナ感染患者の治療にもあたってきました。少し落ち着いた昨年 

12 月産科外来が再開し、あれから約半年、ようやくこの 6 月無事分娩を 

再開することとなりましたので、ご報告いたします。 

★★動画配信始めました★★ 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、 い き い き 健 康  

セミナーや市 民 公 開 講 座 などイベントを中 止 してきましたが、  

このたび、YouTube のチャンネルを開設しました。 

これから積極的に動画を配信していきますので、 

よろしくお願いいたします。 

 分娩再開について 

 今年は、例年より梅雨明けも早く、連日厳しい暑さが続いておりますが、貴院におかれましては益々

御盛栄のこととお喜び申し上げます。 

ここ数か月落ち着きをみせていたコロナ感染者数も、6 月下旬から各地で急激な増加傾向となってお

ります。各医療機関においても、コロナ感染疑いの患者の対応や感染拡大防止の対応に追われている

こととお察しいたします。 

今年度、当院では新たな取り組みとして、動画開催配信に挑戦いたしました。収束の兆しが見えない 

地域医療連携室室長 挨拶 

コロナ感染症の為、なかなか開催できない市民公開 

講座をはじめとしたセミナーなど情報発信ツールと 

して、積極的に活用していきたいと思っております 

ので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

（前列中央）室長 鮫島 百代 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何度も会議や勉強会、 

シミュレーションをし、 

準備しました。 

この２年があったことで、 

他 に は な い 強 み に も 

 コロナの感染が落ち着いた昨年１２月

産科外来を再開し、この６月 

無事「分娩」を再開することが 

できましたので、 

お知らせいたします。 

♪♪分娩再開について取り上げられました♪♪ 

一昨年７月一般外来は再開しました 

が、日々変化する感染状況のなか、半年 

以上先の分娩を確約することができず、 

産科は休止したままでした。 

 

２年ぶりの分娩に向け準備を始めましたが、 

コロナにより大きく変わった院内体制、感染 

予防など問題は山積みでしたが、 

６月９日、私たちが待ちに待ち続けた 

産声、「命の誕生」がありました。 

１２時間以上続く陣痛、立ち合い出産が 

できない今、これまで以上に 

なっていると実感しました。 

妊婦さんの支えになれる 

よう医師・助産師が 

全力でサポートしました。 

♪ ♪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久しぶりの産声、鳴き声ひとつかわいく、病棟も 

にぎやかになり、止まっていた秒針が再び動き 

出しました。一日でも早く２年前の光景をとり 

もどせるようスタッフ一同お待ちしています。 

分娩再開イベントとして、６/１３（月） 

～１７（金）助産師相談会や 

 

＊掲載している写真等の個人情報は本人の同意を得ております＊ 

 お祝い膳 

十三市民病院がコロナ専門病院になったと聞いた 

ときは、さみしさと驚きがありましたが、今は 

再開して安心しています。助産師さんの説明は 

とてもわかりやすく、不安はありません。 

助産師相談会 

５/２０・６/１７に 

医師・助産師による 

オンライン相談会を 

開催いたしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時 テーマ 講  師 

9月 10日 

(土) 

 事例から学ぶ入退院支援 

① 入退院支援の概要 

② 入退院支援事例 

緩和ケア認定看護師 、 認知症看護認定看護師 

慢性呼吸器疾患看護認定看護師 

皮膚・排泄ケア認定看護師 、摂食・嚥下障害看護認定看護師 

日 時 内  容 演  者 

9月 8日

（木） 

19:00～ 

  『 絞扼性末梢神経疾患 

         に対する診断と治療 』 

 大阪市立十三市民病院 

    整形外科医長  窪田 穣  先生 

  『 腰椎低侵襲手術の適応と実践 

       ～薬物療法を含めて～ 』 

 大阪市立十三市民病院 

    整形外科医長  林 和憲  先生 

  『 腎移植最前線 』 
 大阪公立大学大学院医学研究科 

泌尿器病態学教授 内田 潤次 先生 

編集 〒532-0034 大阪市淀川区野中北 2-12-27  

         大阪市立十三市民病院 地域医療連携室 

  代表電話：06-6150-8000  直通電話：06-6150-8067 

認定看護師オープンセミナー 

大阪府医師会生涯教育講座 

  （1.5単位：60 腰痛、64 血尿、66 乏尿・尿閉）を取得予定です。 

開催方法：ハイブリッド開催（Zoom ウェビナー） 

第 35回 十三臨床談話会のご案内 
〔十三地域連携カンファレンス〕 

 当院では、認定看護師による地域の看護職の皆さまを対象とした、研修を実施しています。 

今年度は、「入退院支援」をテーマに事例発表をさせていただきます。 

 病院、施設、訪問看護など、様々な領域で活躍されている皆さまと情報共有を行いながら、 

学べる場を目指しております。皆さまのご参加を心よりお待ちしております。 
 

開催方法：ZOOM 

開催時間：14:00～15:30 

参 加 費：無  料 

定  員：１００名（先着順） 

申込方法 

 メールアドレス「cn13@osakacity-hp.or.jp」に 

 下記１～４の項目を明記の上、 

   開催日前日12:00までにお申し込みください。 

 １．ご芳名（ふりがな） 

 ２．ご施設名称 

 ３．電話番号（9：00～17：00の間で連絡が取れる番号） 

 ４．今回のテーマに対しての質問事項 


